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「あなたがたの上に聖霊
せいれい

が降
くだ

ると、あなたがたは力を受ける。そして、

エルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果
は

て

に至
いた

るまで、わたしの証 人
しょうにん

となる。」    （使徒言行録 1：8） 

 



ここでいう証人とは殉 教 者
じゅんきょうしゃ

と同じ表現であり初代教会におけるキリ

スト者のレベルの高さをはっきりと示す一語といえよう。 

それ故
ゆえ

、福音
ふくいん

の故
ゆえ

にいかなる迫害
はくがい

を受けることがあろうとも、ひるむ

事なく信仰
しんこう

に立ち宣 教
せんきょう

に身を投じるのであった。 

イエスの御
み

名によって生まれつきの足なえが癒
いや

され、大センセーショ

ンとなり沢山
たくさん

の人々がキリストの群
む

れに加わった。 

すると「議員や他の者たちは、ペトロとヨハネの大胆
だいたん

な態度を見、し 

かも二人が無学な普通の人であることを知って驚き、また、イエスと

一緒にいた者であるということも分かった。 

しかし、足をいやしていただいた人がそばに立っているのを見ては、

ひと言も言い返せなかった。 

そこで、二人に議場を去るように命じてから、相談して、言った。『あ

の者たちをどうしたらよいだろう。彼らが行った目覚ましいしるしは、

エルサレムに住むすべての人に知れ渡っており、それを否定すること

はできない。しかし、このことがこれ以上民衆の間に広まらないよう

に、今後あの名によってだれにも話すなと脅
おど

しておこう。』 

そして、二人を呼び戻
もど

し、決してイエスの名によって話したり、教え

たりしないようにと命令した。」    （使徒言行録 4：13～18） 

 

まさしく信仰の自由をさまたげる圧力であった。 

 

「しかし、ペトロとヨハネは答えた。『神に 従
したが

わないであなたがたに従

うことが、神の前に正しいかどうか、考えてください。 

わたしたちは、見たことや聞いたことを話さないではいられないので

す。』」（使徒言行録 4：19、20）と、ひるむことなく命をかけて見た事、

体験したことを 証
あかし

してゆくのであった。 

そして祈
いの

るのである。「『主よ、あなたは天と地と海と、そして、そこ

にあるすべてのものを造
つく

られた方です。あなたの 僕
しもべ

であり、また、わ

たしたちの父であるダビデの口を通し、あなたは聖霊
せいれい

によってこうお告
つ

げになりました。 

 



“なぜ、異邦人
いほうじん

は騒
さわ

ぎ立ち、諸国
しょこく

の民
たみ

はむなしいことを 企
くわだ

てるのか。

地上の王たちはこぞって立ち上がり、指導者たちは団結して、主
しゅ

とその

メシアに逆
さか

らう。”事実、この都でヘロデとポンティオ・ピラトは、異

邦人やイスラエルの民と一緒になって、あなたが油を注
そそ

がれた聖なる僕

イエスに逆らいました。そして、実現するようにと御
み

手と御心によって

あらかじめ定められていたことを、すべて行ったのです。主よ、今こそ

彼らの脅しに目を留
と

め、あなたの僕たちが、思い切って大胆に御
み

言葉を

語ることができるようにしてください。 

どうか、御手を伸ばし聖なる僕イエスの名によっ

て、病気がいやされ、しるしと不思議な業
わざ

が行わ

れるようにしてください。』 

祈りが終わると、一同の集まっていた場所が揺
ゆ

れ動き、皆、聖霊に満たされて、大胆に神の言葉

を語りだした。」      （使徒 4：24～31） 

 

ハレルヤ！ かくしてイエスによって選ばれた弟子
で し

らしく主の御期待

にこたえる彼らであった。たとえば次のような不思議も繰
く

り広げられた。 

 

「使徒
し と

たちの手によって、多くのしるしと不思議な業とが民衆の間で行

われた。一同は心を一つにしてソロモンの回廊
かいろう

に集まっていたが、ほ

かの者はだれ一人、あえて仲間に加わろうとはしなかった。 

しかし、民衆は彼らを称賛
しょうさん

していた。そして、多くの男女が主を信じ、

その数はますます増えていった。人々は病人を大通りに運び出し、担架
た ん か

や床
とこ

に寝かせた。ペトロが通りかかるとき、せめてその影
かげ

だけでも病人

のだれかにかかるようにした。 

また、エルサレム付近の町からも、群 衆
ぐんしゅう

が病人や汚
けが

れた霊
れい

に悩まさ

れている人々を連れて集まって来たが、一人残らずいやしてもらった。」  

        （使徒言行録 5：12～16） 

 

迫害
はくがい

の魔
ま

の手は厳
きび

しく「そこで、大祭司とその仲間のサドカイ派の人々 

は皆立ち上がり、ねたみに燃えて、使徒たちを捕
とら

えて 公
おおやけ

の牢
ろう

に入れ 



 

た。ところが、夜中に主の天使が牢の戸を開け、彼らを外に連れ出し、

『行って神殿の境内
けいだい

に立ち、この命の言葉を残らず民衆に告
つ

げなさい』

と言った。これを聞いた使徒たちは、夜明けごろ境内に入って教え始め

た。一方、大祭司とその仲間が集まり、最高法院、すなわちイスラエル

の子らの長老会全体を招 集
しょうしゅう

し、使徒たちを引き出すために、人を牢に

差し向けた。 

下役
したやく

たちが行ってみると、使徒たちは牢にいなかった。彼らは戻っ

て来て報告した。『牢にはしっかり鍵
かぎ

がかかっていたうえに、戸の前に

は番兵が立っていました。ところが、開けてみると、中にはだれもい

ませんでした。』この報告を聞いた神殿守衛
しゅえい

長と祭司長たちは、どうな

ることかと、使徒たちのことで思い惑
まど

った。 

そのとき、人が来て、『御覧
ご ら ん

ください。あなたがたが牢に入れた者た

ちが、境内にいて民衆に教えています』と告げた。そこで、守衛長は

下役を率
ひき

いて出て行き、使徒たちを引き立てて来た。しかし、民衆に

石を投げつけられるのを恐れて、手荒なことはしなかった。 

彼らが使徒たちを引いて来て最高法院の中に立たせると、大祭司が

尋問
じんもん

した。『あの名によって教えてはならないと、厳しく命
めい

じておいた

ではないか。それなのに、お前たちはエルサレム中に自分の教えを広

め、あの男の血を流した責任を我々に負
お

わせようとしている。』 

ペトロとほかの使徒たちは答えた。『人間に 従
したが

うよりも、神に従わ

なくてはなりません。わたしたちの先祖の神は、あなたがたが木につ

けて殺したイエスを復活
ふっかつ

させられました。 

神はイスラエルを悔
く

い改
あらた

めさせ、その罪
つみ

を赦
ゆる

すために、この方を導

き手とし、救
すく

い主
ぬし

として、御自分の右に上げられました。 

わたしたちはこの事実の証人であり、また、神が御自分に従う人々

にお与えになった聖霊も、このことを証
あか

ししておられます。』」 

   （使徒言行録 5:17～32） 

 

まさに迫害、されどそれに打ち勝っての勝利ある神の業・・・これが 

 



 

交差する使徒言行録
げんこうろく

であった。そして最初の 殉 教
じゅんきょう

者
しゃ

がおこる。 

 

「さて、ステファノは恵みと力に満ち、すばらしい不思議な業としるし

を民衆の間で行っていた。ところが、キレネとアレクサンドリアの出

身で、いわゆる『解放された奴隷
ど れ い

の会堂』に属
ぞく

する人々が、またキリ

キア洲とアジア州出身の人々などのある者たちが立ち上がり、ステフ

ァノと議論した。しかし、彼が知恵と“霊”とによって語るので、歯

が立たなかった。そこで、彼らは人々を 唆
そそのか

して、『わたしたちは、あ

の男がモーセと神を冒瀆
ぼうとく

する言葉を吐
は

くのを聞いた』と言わせた。 

また、民衆、長老たち、律法
りっぽう

学者たちを扇動
せんどう

して、ステファノを襲
おそ

っ

て捕
と

らえ、最高法院に引いて行った。そして、偽証人
ぎしょうにん

を立てて、次の

ように訴
うった

えさせた。『この男は、この聖なる場所と律法をけなして、

一向にやめようとしません。わたしたちは、彼がこう言っているのを

聞いています。“あのナザレの人イエスは、この場所を破壊
は か い

し、モーセ

が我々に伝えた慣習
かんしゅう

を変えるだろう。”』最高法院の席に着いていた者

は皆、ステファノに注目したが、その顔はさながら天使の顔のように

見えた。」 

（使徒言行録 6：8～15） 

 

「かたくなで、心と耳に割礼
かつれい

を受けていない人たち、あなたがたは、い

つも聖霊に逆
さか

らっています。あなたがたの先祖が逆らったように、あ

なたがたもそうしているのです。いったい、あなたがたの先祖が迫害

しなかった預言
よ げ ん

者が、一人でもいたでしょうか。彼らは、正しい方が

来られることを予言した人々を殺しました。そして今や、あなたがた

がその方を裏切る者、殺す者となった。天使たちを通して律法を受け

た者なのに、それを守りませんでした。」 （使徒言行録 7：51～53） 

 

「人々はこれを聞いて激しく怒り、ステファノに向かって歯ぎしりした。

ステファノは聖霊に満たされ、天を見つめ、神の栄光と神の右に立っ 

 



 

ておられるイエスとを見て、『天が開いて、人の子が神の右に立ってお

られるのが見える』と言った。人々は大声で叫びながら耳を手でふさぎ、

ステファノ目がけて一
いっ

斉
せい

に襲
おそ

いかかり、都の外に引きずり出して石を投

げ始めた。証人たちは、自分の着ている物をサウロという若者の足もと

に置いた。人々が石を投げつけている間、ステファノは主に呼びかけて、

『主イエスよ、わたしの霊をお受けください』と言った。それから、ひ

ざまずいて、『主よ、この罪を彼らに負
お

わせないでください』と大声で

叫んだ。ステファノはこう言って、眠りについた。」 

（使徒言行録 7：54～60） 

 

それは、キリストの十字架上における祈りと全く同じ赦
ゆる

しを求める祈

りであった。 

一粒
ひとつぶ

の麦として死んでいったステファノ、されどやがて芽を出し、パ

ウロという大使徒を生む陰
かげ

の力となったことを否定できない。 

キリストの証人とは、まことに殉教者との意味であり、ステファノが

その第一号となった。 

 

“死に至るまで忠実であれ。そうすればあなたに命の 冠
かんむり

を授
さず

けよう。”  

    

 

 使徒言行録：イエスの死後、聖霊の降臨によってエルサレムに使徒たちを 

中心とする教会が生まれ、使徒たちが聖霊に導かれて福音を 

広め、教会を確立して、帝都ローマに至った経過を記した文章。
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